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  地域別構想 
 地域区分 

地域別構想は、分野別都市づくり方針を踏まえつつ、地域ごとの個別の課題に対応するとと

もに、地域の特性を生かした将来像、まちづくりの方針を定めるものです。 

地域区分については、和光市のまちづくりの動向や市域の特性を考慮するとともに、地域別

懇談会などでの市民意見を反映して設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 ４-1 本計画における地域区分 

地域 小学校区 町名 

中央地域 
第三小、北原小、本町小、白子小（一

部）、新倉小（一部）、第四小（一部） 

中央一,二丁目、新倉一,二丁目、本町、

下新倉一～三丁目、丸山台一～三丁目 

北地域 下新倉小、新倉小（一部） 
白子三,四丁目、新倉二～八丁目、下新

倉四～六丁目 

南地域 第五小、広沢小、第四小（一部） 
白子一丁目、南一,二丁目、広沢、西大

和団地 

東地域 白子小（一部）、第四小（一部） 白子一～三丁目、諏訪原団地、諏訪 
  

＜和光市のまちづくりの動向＞ 

●小学校区を基本とした地域コミュニティを考慮 

第五次和光市総合振興計画では、小学校区を基本とした地域コミュニティを重視し

ていくことが明記されていることから、本計画においてもこの考え方を考慮します。 

＜市域の特性＞ 

●日常生活圏域や交通ネットワーク、隣接自治体との関係性などを考慮 

和光市では、北・中央・南の３つのエリアを日常生活圏域とし、これをもとに地域

福祉などの施策が展開されていること、また市内循環バスなど日常生活圏域を意識し

たバス路線網が形成されていること、さらに東京都練馬区などの隣接自治体や主要施

設との関係性を考慮します。 

＜地域別懇談会などでの市民意見＞ 

●地域区分（案）に対する意見 

 
賛成でも反対でもない 

（大多数） 
・道路や鉄道などの地形地物で

区分した現行計画の地域区分

も良いが、小学校区という地域

コミュニティで区分するのも評

価できる 

・単に地形地物で区分するのでは

なく、生活圏域を考慮すること

はよい 

など 

どちらかというと 

賛成（多数） 

・地区社会福祉協議会で

の活動や防災面などの

実態と合っている 

など どちらかというと 

反対（少数） 

・東武東上線の南北で地域

の性格が異なるのでは 

など 



４ 地域別構想 
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図 ４-1 地域区分図 
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 分野別都市づくり方針との関係 

「４ 地域別構想」は、「(1)地域の現状とまちづくりの課題」を踏まえ、「(2)地域まちづく

りの将来像」「(3)まちづくりの方針」で構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別構想の構成 

 地域の現状とまちづくりの課題 

＜地域の現状＞ 

① 地域の現状や位置、将来の人口推計、土地利用現況について整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「３ 分野別都市づくり方針」と「４ 地域別構想（3）まちづくりの方針」 

 
「３ 分野別都市づくり方針」 

 

●都市全体を対象に、分野別の大まかな

方針を示しています。 

⇒「２ 都市ビジョン」におけるまちづく

りの目標を考慮するとともに、上位関連

計画との整合を図っています。 

⇒目指すべき姿に向けたまちづくりの方

針としての表現内容としています。 

「４ 地域別構想（3）まちづくりの方針」 

 

●「３ 分野別都市づくり方針」を踏まえ

た各地域における具体的な方針を示し

ています。 

⇒都市全体で取り組む内容から地域別に

踏み込んだ内容としています。 

⇒地域別に具体的に取り組む方針として

の表現内容としています。 

① ① 



４ 地域別構想 
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＜市民意見＞ 

② 市民意向調査や地域別懇談会での意見を整理しています。 

＜まちづくりの課題＞ 

③ ①②を踏まえた地域のまちづくりの課題についてまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域まちづくりの将来像 

④ 地域におけるまちづくりの将来像を掲げています。 

 まちづくりの方針 

⑤ まちづくりの方針について展開しています。「３ 分野別都市づくり方針」で掲

げた各分野について、各地域における具体的な方針を示しています。なお、重要度

が高いものについては、後述する「５ まちづくりの実現に向けて」にて記載する

「５－２ 戦略的な施策展開」につながるＡ～Ｏに分類して整理しています。 

⑥ 地域まちづくり方針を図面でまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

⑥ 
⑤ 

② 

② 

③
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 中央地域 

 地域の現状とまちづくりの課題 

＜地域の現状＞ 

●本市の中央部に位置し、市の玄関口である和光市駅や

商業業務などの多様な機能が集積 

●駅北側は駅前広場や骨格的な道路が未整備 

●駅周辺の拠点性の向上、にぎわい創出及び定住促進に

向けた土地の有効活用がなされていない 

●和光市駅北口土地区画整理事業の推進による幅員の

狭い道路の改善、良好な住環境の形成が必要 

●和光市駅南側は都市的土地利用と比較的大規模な工

場などが分布している 

●外環上部丸山台地区が低未利用となっている 

●地域における将来人口は、市全体を上回る伸び率で増

加することが予測されている 

●生産緑地が多く分布しており、有効活用が必要 

●市民意向調査結果では、市全体の平均と比べて、公共

交通の利便性や通勤・通学の利便性の満足度が高く、

また和光市駅周辺のまちづくりや公園緑地の整備の重

要度が高くなっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-2 中央地域の人口の推計 

※第五次和光市総合振興計画【和光市人口ビジョン】の人口推計に基づいて推計を行っています。 

  

■位置 

中央地域 

和光市駅南口 

33,472 37,548 41,446 43,100

1.000

1.122

1.238

1.288
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図 ４-3 中央地域の土地利用現況（出典：都市計画基礎調査（基準年令和２年）を加工） 
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＜市民意見＞ 

地域別懇談会での主な意見（評価する点・問題点・期待すること）              
 

現状で評価でき

ること 

○和光市駅周辺の電線が地中化された駅前通りは自慢の道 

○再生・修景された越戸川は自然豊かな和光市の象徴 

現状の問題点と

考えられること 

○和光市駅には改札口が１つしかないため混雑する 

○和光市駅北口のまちづくりの長期化 

今後のまちづく

りに期待するこ

と 

■土地利用や再開発に関すること 

○和光市駅北口の市街地開発の推進 

○外環上部丸山台地区の有効活用 

○工場跡地などにおける土地利用転換の動向把握 

■道路環境や移動環境に関すること 

○市役所までつながるモビリティの確保 

○ハンプの設置など、危険な生活道路における安全性の向上 

○シェアサイクルの充実 

市民意向調査における意見（満足度・重要度・将来都市像・期待するもの）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①公共交通の

利便性

②道路の整備状況

③買い物の利便性

④通勤・通学の

利便性

⑤医療・福祉施設

⑥ごみの収集

⑦上水道・下水道

⑧雨水排水

⑨通風・日当たり

⑪災害等に関する

安全性

⑫教育・文化施設

⑬公民館等の

集会施設

⑭公園・緑地

⑮自然環境

⑯近所づきあい

⑰治安

市全体（1.0）

中央地域

⑩騒音等の

公害

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①和光市駅周辺の

まちづくり
②地区特性を

生かした

まちづくり

③幹線道路の整備

④生活道路の整備

⑤下水道の整備

⑥バス交通網の

充実など新たな

公共交通の導入
⑦公園緑地の整備

⑧緑化の推進

⑨和光北インター

チェンジ

周辺の活性化

⑩市役所周辺の

まちづくり

⑪防災対策の強化

⑫歴史を活用した

まちづくり

市全体（1.0）

中央地域

■現状の満足度 

■今後のまちづくりの重要度 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

※満足度について 

・ ①～⑰の各項目について、

非常に満足・やや満足・普

通・やや不満・非常に不満

の５段階で評価していただ

き、市全体と中央地域を点

数化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の中央地域の点数を

算出して比較 

※重要度について 

・ ①～⑫の各項目について、

非常に重要・やや重要・普

通・あまり重要でない・重

要でないの５段階で評価し

ていただき、市全体と中央

地域を点数化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の中央地域の点数を

算出して比較 
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■和光市の望ましい将来都市像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■和光市が検討・実施している取組で特に期待するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まちづくりの課題＞ 

土地利用 ■和光市駅北口周辺における市街地開発の促進 

道路・交通体系 

■生活道路の整備と安全性の確保 

■複数ある移動手段や拠点を考慮した交通ネットワークの構築 

■外環上部丸山台地区をはじめとする土地の有効活用 

公園・緑地・環境 

■担い手不足を考慮した生産緑地の適切な管理 

■生活に身近な公園の整備やみどりの創出 

■自然豊かな河川環境の保全・創出 

都市防災 ■地震・台風などの大規模自然災害への備えの充実 

生活環境 ■公共施設等の維持管理 

都市景観形成 ■和光市駅から和光樹林公園に至る駅前通りの良好な景観形成 

は、市全体の平均を上回っている項目 

駅北口地区高度利用化（再開発事業の実現による拠点
性の向上やにぎわいの創出）

和光北インターチェンジ周辺のまちづくり

市庁舎周辺のにぎわいの創出

和光版MaaS（和光市駅～新倉PAの間の約1.5kmを接続
する自動運転サービス導入）

長期間にわたって未実施のまちづくりに関する対応

国指定史跡午王山遺跡の保存と利活用

64.7%

23.7%

20.9%

9.2%

33.3%

6.8%

68.8%

25.3%

16.1%

8.7%

34.4%

7.0%

市全体

中央地域

は、中央地域における市民・中学生それぞれの上位３項目 

静かな住環境の整った
住宅都市

研究所等がたくさん立地する
先端科学都市

市民が気軽に楽しめるｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設の整備された都市

工業・先端産業のさかんな都市

農業を生かした
環境にやさしい都市

商業施設の整備された都市

自然環境に恵まれた
みどり豊かな都市

交通機関の整備された
通勤や通学に便利な都市

文化施設やｺﾐｭﾆﾃｨ施設の整備
された生涯学習がさかんな都市

自然災害への備えが
充実した都市

高齢者・障がい者・子供等が
安心して暮らせる安全な都市

外国との交流がさかんな
国際都市

31.2%

7.9%

11.1%

1.0%

4.6%

15.5%

22.1%

26.4%

8.5%

16.8%

43.4%

1.7%

32.7%

8.9%

10.8%

0.7%

4.7%

15.9%

21.1%

26.7%

9.4%

15.4%

43.5%

1.2%

市全体

中央地域

20.7%

3.5%

28.2%

2.6%

6.8%

15.9%

20.1%

19.6%

2.7%

14.1%

19.6%

5.5%

18.0%

4.6%

23.8%

2.9%

6.7%

17.4%

20.9%

22.6%

2.6%

14.2%

21.2%

4.6%

市全体（中学生）

中央地域（中学生）

市民 中学生 

① 

② 

③ 

① 

③ 

② 

※複数回答可としています。

※複数回答可としています。
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 地域まちづくりの将来像 

 

 

 

 

《将来像の視点》 
中央地域は、本市の交通とにぎわいの中核である和光市駅を有しており、駅周辺には商業

業務機能をはじめとする都市機能が立地していることから、通勤・通学者、買い物客など多

くの人が集まる地域となっています。 

駅南口周辺と比較して、駅北口周辺の整備が遅れている現状にあるため、更なるまちの魅

力向上を図り、本地域が将来にわたって多くの人が集い、活気が生まれ続けることを展望し、

将来像を「様々な人が集い・行き交う、活気のあるまち」と掲げました。 

 

 まちづくりの方針 

《⼟地利⽤の⽅針》 
方針１ 

Ｄ 

和光市駅周辺は、多様な都市機能を集積し、環境と調和しながら、本市の中心拠

点を形成するとともに、土地の高度利用による都市型住宅の立地を促進します。 

方針２ 

Ｅ 

長期にわたって事業が未着手となっている中央土地区画整理事業の未整備地域

については、市民や事業者との協働による新たなまちづくりを推進します。 

方針３ 

Ｄ 

和光市駅北口は、土地区画整理事業と市街地再開発事業の一体的施行を推進し、

中心拠点としての魅力を高めるとともに、防災性・安全性の向上を図り、にぎわ

い・活気のある魅力的なまちなか空間を創出します。 

方針４ 

Ｄ 

和光市駅南口は、土地の高度利用を推進し、商業業務施設の誘導を図るなど地域

経済活性化に取り組み、多くの人が集う、にぎわい・活気あふれるまちの商業拠

点として活性化を図ります。 

方針５ 
生産緑地は、営農環境が継続できるよう、今後の都市づくりに必要なものとして

活用していきます。 

 

 

 

 

  

様々な⼈が集い・⾏き交う、活気のあるまち 

※重要度が高い方針について、後述する「５ まちづくりの実現に向けて」にて記載する

「５－２ 戦略的な施策展開」につながるＡ～Ｏの分類に該当します。 
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《道路・交通体系の⽅針》 

方針１ 

都市幹線道路である国道 254 号、主要地方道練馬川口線、都市計画道路宮本清

水線、都市計画道路諏訪越四ツ木線の一部区間は、周辺都市と本市を結ぶ主要道

路として円滑な交通の流れの確保を図ります。 

  

方針２ 

Ｂ Ｇ 

地区幹線道路は、街路樹の適切な維持管理など、良好な道路景観を形成するとと

もに、歩行者・自転車の安全性の確保を図ります。 

方針３ 

Ｂ Ｇ 

生活道路では、歩行者と自転車・自動車の分離に努めるとともに、安全・安心で

快適な道路環境の確保を図ります。 

方針４ 

Ｉ 

地域公共交通の維持や新たな交通サービスの導入検討など、市民や事業者と連

携した利便性の高い移動環境の実現を図ります。 

方針５ 

Ｈ 

長期にわたって事業が未着手となっている都市計画道路宮本清水線の一部区間

及び都市計画道路諏訪越四ツ木線の一部区間は、市民と事業者の協力を得なが

ら、まちづくりと一体となった整備を推進します。 

方針６ 

Ｍ Ｎ 

和光市駅と新倉パーキングエリア及び産業拠点を結ぶ新たなモビリティとして

自動運転サービスの導入を段階的に進めます。 

方針７ 官民連携により、外環上部丸山台地区の利活用を行う企業の誘致を図ります。 

  

《公園・緑地・環境の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

生活に身近な公園は、地域の憩い・交流の場として、適切な保全及び維持管理を

図ります。 

方針２ 

Ｆ 

上谷津特別緑地保全地区については、豊かなみどりを将来に継承するため、市民

との協働による維持管理体制を整備するなど、重点的に保全していきます。 

方針３ 

Ｆ 

越戸川や谷中川周辺の緑地や湧水地は、安全性を踏まえながら貴重なみどり空

間として保全します。 

方針４ 

Ｆ 

新たな担い手の確保や地域活性化策の展開など、生産緑地の保全と活用を図り

ます。 
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《都市防災の⽅針》 
方針１ 

Ｃ 

事業者などと連携を図り、災害時の避難先としての宿泊施設を確保するなど避

難体制の環境整備を進めます。 

方針２ 

Ｃ Ｏ 

洪水による浸水被害のおそれのある越戸川周辺などでは、平時から各地域におけ

る自主的な防災体制の充実を図り、洪水時避難対策を検討していきます。 

方針３ 

Ｃ Ｄ 

和光市駅北口では、土地区画整理事業や市街地再開発事業により道路、公園、空

地などオープンスペースを確保し、防災性・安全性の向上を図り、安全・安心な

市街地環境を形成します。 

《⽣活環境の⽅針》 

方針１ 
雨水幹線の整備など、雨水対策の充実を図ります。また、下水道の定期的な維持

管理を行います。 

  

方針２ 
官民連携による第三小学校の複合化建替えの検討、学校プールの統廃合や屋内

化の検討を行います。 

  

方針３ 

Ｄ 

子育てと仕事の両立を支援するため、和光市駅周辺などにおいて、子育て支援施

設の立地について検討を行います。 

《都市景観形成の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

越戸川や谷中川の周辺では、うるおいのある水辺空間と調和した景観を形成しま

す。 

方針２ 

Ｆ Ｌ 

シンボル軸は、沿道のまちなみと一体となった風格のある景観を形成します。 

方針３ 

Ｄ Ｆ 

本市の玄関口である和光市駅周辺は、市街地構造の要となる中心市街地景観を

形成するとともに、将来の都市景観形成方針についても検討します。 

方針４ 

Ｄ Ｆ 

和光市駅周辺の景観拠点において、景観特性に応じた屋外広告物条例について

検討します。 
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図 ４-4 中央地域のまちづくり方針図 
 

中央地域まちづくり方針図 
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 北地域 

 地域の現状とまちづくりの課題 

＜地域の現状＞ 

●本市の北部に位置し、自然環境を残した住宅地、荒川

及び低地部の農地により構成 

●和光北インターチェンジ周辺は、交通の利便性を生か

した新たな産業拠点として土地区画整理事業による都

市基盤整備が進められている 

●台地部は、農地の宅地化が進む一方で、全体的に道路

基盤の整備が遅れており、幅員の狭い道路や袋小路状

の開発が目立つ 

●重要な歴史資源である午王山遺跡が位置する 

●地域の約37％が自然的土地利用となっており、荒川沿

いには低地部が広がっている 

●地域における将来人口は、増加が予測されているが、

市全体伸び率よりは低い 

●市民意向調査結果では、市全体の平均と比べて、騒音

等の公害の少なさについての満足度が高く、また和光

北インターチェンジ周辺の活性化や幹線道路の整備の

重要度が高くなっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-5 北地域の人口の推計 

※第五次和光市総合振興計画【和光市人口ビジョン】の人口推計に基づいて推計を行っています。 

  

■位置 

北地域 

午王山遺跡全景 

赤池親水公園

（越戸川） 
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図 ４-6 北地域の土地利用現況（出典：都市計画基礎調査（基準年令和２年）を加工） 
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＜市民意見＞ 

地域別懇談会での主な意見（評価する点・問題点・期待すること）              
 

現状で評価でき

ること 

○午王山から荒川一帯を見渡せる風景 

○再生・修景された越戸川 

現状の問題点と

考えられること 

○地域全体が未開発・未利用の印象 

○自転車交通量の増加や渋滞の発生 

今後のまちづく

りに期待するこ

と 

■土地利用に関すること 

○良好な農地の創出・維持 

○未利用地の有効活用 

■防災対策に関すること 

○浸水のおそれがある市北部における浸水対策 

○新河岸川周辺の防災対策の充実 

■地域の活性化に関すること 

○国道254号バイパスの整備や土地区画整理事業による適正な土地利用の実現、

地域の活力向上 

市民意向調査における意見（満足度・重要度・将来都市像・期待するもの）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①公共交通の

利便性

②道路の整備状況

③買い物の利便性

④通勤・通学の

利便性

⑤医療・福祉施設

⑥ごみの収集

⑦上水道・下水道

⑧雨水排水

⑨通風・日当たり

⑪災害等に関する

安全性

⑫教育・文化施設

⑬公民館等の

集会施設

⑭公園・緑地

⑮自然環境

⑯近所づきあい

⑰治安

市全体（1.0）

北地域

⑩騒音等の

公害

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①和光市駅周辺の

まちづくり
②地区特性を

生かした

まちづくり

③幹線道路の整備

④生活道路の整備

⑤下水道の整備

⑥バス交通網の

充実など新たな

公共交通の導入
⑦公園緑地の整備

⑧緑化の推進

⑨和光北インター

チェンジ

周辺の活性化

⑩市役所周辺の

まちづくり

⑪防災対策の強化

⑫歴史を活用した

まちづくり

市全体（1.0）

北地域

■現状の満足度 

■今後のまちづくりの重要度 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

※満足度について 

・ ①～⑰の各項目について、

非常に満足・やや満足・普

通・やや不満・非常に不満

の５段階で評価していただ

き、市全体と北地域を点数

化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の北地域の点数を算

出して比較 

※重要度について 

・ ①～⑫の各項目について、

非常に重要・やや重要・普

通・あまり重要でない・重

要でないの５段階で評価し

ていただき、市全体と北地

域を点数化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の北地域の点数を算

出して比較 
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■和光市の望ましい将来都市像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■和光市が検討・実施している取組で特に期待するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まちづくりの課題＞ 

土地利用 

■和光北インターチェンジ周辺の活性化 

■適切な土地利用と良好な営農環境の維持 

■未利用地の有効活用 

道路・交通体系 
■生活道路の整備と安全性の確保 

■複数ある移動手段や拠点を考慮した交通ネットワークの構築 

公園・緑地・環境 
■生活に身近な公園の整備やみどりの創出 

■自然豊かな河川環境の保全・創出 

都市防災 ■浸水想定区域となっている新河岸川・荒川沿川一帯の防災・減災対策 

生活環境 
■和光市清掃センターの老朽化対策 

■生活関連施設の充実 

都市景観形成 ■午王山遺跡周辺の良好な景観形成及び保全 
  

は、市全体の平均を上回っている項目 

駅北口地区高度利用化（再開発事業の実現による拠点
性の向上やにぎわいの創出）

和光北インターチェンジ周辺のまちづくり

市庁舎周辺のにぎわいの創出

和光版MaaS（和光市駅～新倉PAの間の約1.5kmを接続
する自動運転サービス導入）

長期間にわたって未実施のまちづくりに関する対応

国指定史跡午王山遺跡の保存と利活用

64.7%

23.7%

20.9%

9.2%

33.3%

6.8%

77.8%

41.5%

7.7%

11.5%

29.1%

3.4%

市全体

北地域

は、北地域における市民・中学生それぞれの上位３項目 

静かな住環境の整った
住宅都市

研究所等がたくさん立地する
先端科学都市

市民が気軽に楽しめるｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設の整備された都市

工業・先端産業のさかんな都市

農業を生かした
環境にやさしい都市

商業施設の整備された都市

自然環境に恵まれた
みどり豊かな都市

交通機関の整備された
通勤や通学に便利な都市

文化施設やｺﾐｭﾆﾃｨ施設の整備
された生涯学習がさかんな都市

自然災害への備えが
充実した都市

高齢者・障がい者・子供等が
安心して暮らせる安全な都市

外国との交流がさかんな
国際都市

31.2%

7.9%

11.1%

1.0%

4.6%

15.5%

22.1%

26.4%

8.5%

16.8%

43.4%

1.7%

28.6%

6.0%

10.7%

1.3%

4.7%

18.8%

19.7%

29.9%

6.8%

18.4%

42.3%

1.7%

市全体

北地域

20.7%

3.5%

28.2%

2.6%

6.8%

15.9%

20.1%

19.6%

2.7%

14.1%

19.6%

5.5%

19.0%

1.6%

36.5%

0.8%

8.7%

22.2%

20.6%

17.5%

2.4%

15.1%

19.8%

9.5%

市全体（中学生）

北地域（中学生）

市民 中学生 

① 

② 

③ 

① 

③ 

② 

※複数回答可としています。

※複数回答可としています。
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 地域まちづくりの将来像 

 

 

 

 

《将来像の視点》 
北地域は、新河岸川や荒川などの豊かな自然資源のほか、多くの優良農地や午王山遺跡な

どの特徴的な歴史資源も有しています。一方で、地域西側を南北に走る東京外かく環状道路

には和光北インターチェンジが設置されているほか、国道 254 号バイパスの整備や新倉パー

キングエリアの拡張に合わせた新たなまちづくりも計画されています。 

本地域の特徴である自然資源や歴史資源を守り、生かしながら、新たなまちづくりによっ

て地域の安全性と活力が高まることを展望し、将来像を「豊かな自然・歴史と調和した、安

全で活力のあるまち」と掲げました。 

 

 まちづくりの方針 

《⼟地利⽤の⽅針》 

方針１ 

Ｊ 

国道 254 号バイパスの延伸に伴い高まる交通利便性を生かし、環境・情報分野

などの新産業や物流関連施設、店舗などの沿道サービス施設の立地を誘導しま

す。 

  

方針２ 

Ｊ 

地区計画などの制度を活用し、産業拠点として適切な土地利用の規制及び誘導

を行うとともに、周辺地域の生活環境に配慮した良好な環境の形成を図ります。 

  

方針３ 

Ｊ 

和光北インターチェンジ周辺では、新倉パーキングエリアのサービスエリア化構

想により、新たな地域振興拠点を誘導します。 

  

方針４ 

Ａ 

一般住宅地区では、起伏に富んだ地形や屋敷林・生産緑地などの武蔵野の面影が

残る恵まれた環境を生かし、みどり豊かな住宅地を形成します。 

  

方針５ 

Ｅ 

長期にわたって事業が未着手となっている中央土地区画整理事業の未整備地域

については、地区住民とともに地域の整備構想を作成するなど、市民や事業者と

の協働による新たなまちづくりを推進します。 

  

方針６ 

生産緑地は、営農環境が継続できるよう、今後のまちづくりに必要なものとして

活用していきます。また、地権者の意向などを伺いながら、より良い営農環境を

創出します。 

  

方針７ 
新河岸川沿いの低地部に広がる優良な農地は、農地の集約化などにより営農環

境の保全を図るとともに、市民農園などとして活用し、憩いの場を形成します。 

  

豊かな⾃然・歴史と調和した、安全で活⼒のあるまち 

※重要度が高い方針について、後述する「５ まちづくりの実現に向けて」にて記載する

「５－２ 戦略的な施策展開」につながるＡ～Ｏの分類に該当します。 
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《道路・交通体系の⽅針》 

方針１ 

都市幹線道路である国道 254 号バイパス、主要地方道練馬川口線、都市計画道

路諏訪越四ツ木線（宮本清水線以北）は、周辺都市と本市を結ぶ主要道路として

円滑な交通の流れの確保を図ります。 

  

方針２ 

Ｂ Ｇ 

地区幹線道路である県道和光インター線は、良好な道路景観を形成するととも

に、歩行者・自転車の安全性の確保を図ります。 

方針３ 

Ｂ Ｇ 

主要生活道路である市道 412 号線は、歩行者と自転車・自動車の分離に努める

とともに、安全・安心で快適な道路環境を創出します。 

方針４ 

Ｉ 

地域公共交通の維持や新たな交通サービスの導入検討など、市民や事業者と連

携した利便性の高い移動環境の実現を図ります。 

方針５ 

Ｈ 

長期にわたって事業が未着手となっている都市計画道路諏訪越四ツ木線は、市民

と事業者の協力を得ながら、まちづくりと一体となった整備を推進します。 

方針６ 

Ｍ Ｎ 

和光市駅と新倉パーキングエリア及び産業拠点を結ぶ新たなモビリティとして

自動運転サービスの導入を段階的に進めます。 

《公園・緑地・環境の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

和光スポーツアイランドは、指定管理者制度による維持管理を図るとともに、市

民の憩いの場を提供します。 

方針２ 

Ｆ 

午王山遺跡は、史跡公園としての保存に向けた取組を進め、市民や周辺住民の憩

いの場として活用します。 

方針３ 

Ｆ 

午王山特別緑地保全地区は、急傾斜地の安全対策を進めるとともに、貴重かつ豊

かなみどり空間を将来に継承するため、重点的に維持・保全していきます。 

方針４ 

Ｆ 

荒川河川敷などの自然地は、みどり・うるおいのある場として保全するととも

に、市民の交流の場・憩いの場・健康増進の場などとして活用します。 

方針５ 

Ｆ 

荒川沿いの農地部は、市民の憩いの場や自然との触れ合いの場として活用しま

す。 
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《都市防災の⽅針》 
方針１ 

Ｃ 

土地利用の制限などにより、まちづくりと一体的な防災拠点の整備を推進しま

す。 

方針２ 

Ｃ Ｏ 

洪水による浸水被害のおそれのある新河岸川・荒川沿川一帯などでは、平時から

各地域における自主的な防災体制の充実を図り、洪水時避難対策を検討します。 

方針３ 

Ｃ 

事業者などと連携を図り、災害時において、施設を支援活動拠点などとして有効

利用できる体制づくりを推進します。 

《⽣活環境の⽅針》 

方針１ 
下新倉小学校をコミュニティづくりの場として有効活用するとともに、公共施設

の維持管理を図ります。 

  

方針２ 
雨水幹線の整備など、雨水対策の充実を図ります。また、下水道の定期的な維持

管理を行います。 

  

方針３ 

朝霞市との共同により、環境負荷の軽減に配慮したごみ広域処理施設の整備を

進めます。また、施設の整備に当たっては、経済性・効率性・強靱性の確保を図

るとともに、環境学習機能の付加などによる地域社会への貢献方策について検討

します。 

  

《都市景観形成の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

越戸川、谷中川、新河岸川及び荒川の周辺では、うるおいのある水辺空間と調和

した景観を形成します。 

方針２ 

Ｆ 

午王山遺跡周辺では、景観計画の見直しにより、屋外広告物の規制を含め、周辺

と一体となった景観まちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム 〜午王⼭遺跡〜 

関東では類例の少ない弥生時代後期の同時性が確認 

できる多重環濠集落の成立から廃絶までの過程が明ら 

かとなった遺跡であり、荒川中流域と南北関東の地域 

間交流の接点として機能するなど、関東における弥生 

文化の交流の実態を知る上で重要な集落遺跡です。 

このような重要性が認められ、午王山遺跡は令和 2 

(2020)年 3 月 10 日に国史跡に指定されています。 
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図 ４-7 北地域のまちづくり方針図 

 

北地域まちづくり方針図 



 

60 

 

 南地域 

 地域の現状とまちづくりの課題 

＜地域の現状＞ 

●本市の南部に位置し、市庁舎や和光樹林公園のほか、

南側の戸建住宅地により構成 

●大規模な施設の敷地内緑化による良好な環境を備え

ているが、住宅団地などの老朽化への対応や未利用地

の有効活用が必要 

●南側の住宅地は、農地の宅地化が進む一方で、道路基

盤が不足しており、幅員の狭い道路や袋小路状の開発

が目立つ 

●主要地方道練馬川口線沿道では高低差が大きい 

●公益施設用地と公共用地が地域の約 43％を占めてい

る 

●地域における将来人口は、令和 12(2030)年以降減少

に転じることが予測されている 

●市民意向調査結果では、市全体の平均と比べて、公

園・緑地、自然環境、災害等に関する安全性、道路の

整備状況の満足度が高く、また市役所周辺のまちづく

りの重要度が高くなっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-8 南地域の人口の推計 

※第五次和光市総合振興計画【和光市人口ビジョン】の人口推計に基づいて推計を行っています。 

  

■位置 

南地域 

県営和光樹林公園 
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図 ４-9 南地域の土地利用現況（出典：都市計画基礎調査（基準年令和２年）を加工） 

 

  

N

0 100 500 1000m
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＜市民意見＞ 

地域別懇談会での主な意見（評価する点・問題点・期待すること）              
 

現状で評価でき

ること 

○自然環境が豊かな和光樹林公園 

○市役所周辺のみどり豊かで歩きやすい歩道環境 

○市道 476 号など主要施設を結ぶ道路、みどり豊かで歩きやすい歩道環境 

現状の問題点と

考えられること 

○南地域から北方向への移動手段が乏しい 

○バス路線がなく、自動車がないと移動が困難 

○狭あい道路や歩道が狭い道路 

○団地の老朽化 

○雑草などによる道路景観の悪化 

今後のまちづく

りに期待するこ

と 

■再開発に関すること 

○広沢地区の再開発における、シンボリックな公共施設の整備 

■防災対策に関すること 

○柔軟な避難体制、近隣自治体の避難所などの相互利用などの連携 

■地域の活性化に関すること 

○都営大江戸線の延伸及び新駅設置に伴う人口増加 

市民意向調査における意見（満足度・重要度・将来都市像・期待するもの）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①公共交通の

利便性

②道路の整備状況

③買い物の利便性

④通勤・通学の

利便性

⑤医療・福祉施設

⑥ごみの収集

⑦上水道・下水道

⑧雨水排水

⑨通風・日当たり

⑪災害等に関する

安全性

⑫教育・文化施設

⑬公民館等の

集会施設

⑭公園・緑地

⑮自然環境

⑯近所づきあい

⑰治安

市全体（1.0）

南地域

⑩騒音等の

公害

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①和光市駅周辺の

まちづくり
②地区特性を

生かした

まちづくり

③幹線道路の整備

④生活道路の整備

⑤下水道の整備

⑥バス交通網の

充実など新たな

公共交通の導入
⑦公園緑地の整備

⑧緑化の推進

⑨和光北インター

チェンジ

周辺の活性化

⑩市役所周辺の

まちづくり

⑪防災対策の強化

⑫歴史を活用した

まちづくり

市全体（1.0）

南地域

■現状の満足度 

■今後のまちづくりの重要度 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

※満足度について 

・ ①～⑰の各項目について、

非常に満足・やや満足・普

通・やや不満・非常に不満

の５段階で評価していただ

き、市全体と南地域を点数

化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の南地域の点数を算

出して比較 

※重要度について 

・ ①～⑫の各項目について、

非常に重要・やや重要・普

通・あまり重要でない・重

要でないの５段階で評価し

ていただき、市全体と南地

域を点数化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の南地域の点数を算

出して比較 



４ 地域別構想 

南地域 

63 

１ 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

   

の
目
的
と
位
置
づ
け 

２ 

都
市
ビ
ジ
ョ
ン 

   

(
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
) 

３ 

分
野
別
都
市
づ
く
り
方
針 

４ 

地
域
別
構
想 

５ 

ま
ち
づ
く
り
の 

実
現
に
向
け
て 

６ 

参
考
資
料 

 

■和光市の望ましい将来都市像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■和光市が検討・実施している取組で特に期待するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まちづくりの課題＞ 

土地利用 
■市庁舎周辺一帯におけるシンボル性の高い公共施設の整備 

■西大和団地をはじめとする団地の老朽化対策・再生 

道路・交通体系 
■生活道路の整備と安全性の確保 

■市中心部への移動を考慮した交通ネットワークの構築 

公園・緑地・環境 

■自然環境豊かな和光樹林公園の保全 

■和光樹林公園と調和した周辺環境の向上と和光樹林公園への良好な眺

望景観の確保 

■生活に身近な公園の維持管理 

都市防災 
■緊急車両の進入が困難な地区における防災・減災対策 

■立地状況を考慮した避難方法の確保、近隣自治体との連携 

生活環境 ■公共施設の有効利用と適切な維持管理 

都市景観形成 ■和光市駅から和光樹林公園に至るシンボル軸における街路景観の形成 
  

は、市全体の平均を上回っている項目 

駅北口地区高度利用化（再開発事業の実現による拠点
性の向上やにぎわいの創出）

和光北インターチェンジ周辺のまちづくり

市庁舎周辺のにぎわいの創出

和光版MaaS（和光市駅～新倉PAの間の約1.5kmを接続
する自動運転サービス導入）

長期間にわたって未実施のまちづくりに関する対応

国指定史跡午王山遺跡の保存と利活用

64.7%

23.7%

20.9%

9.2%

33.3%

6.8%

47.5%

17.3%

36.5%

10.0%

32.5%

8.7%

市全体

南地域

は、南地域における市民・中学生それぞれの上位３項目 

静かな住環境の整った
住宅都市

研究所等がたくさん立地する
先端科学都市

市民が気軽に楽しめるｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設の整備された都市

工業・先端産業のさかんな都市

農業を生かした
環境にやさしい都市

商業施設の整備された都市

自然環境に恵まれた
みどり豊かな都市

交通機関の整備された
通勤や通学に便利な都市

文化施設やｺﾐｭﾆﾃｨ施設の整備
された生涯学習がさかんな都市

自然災害への備えが
充実した都市

高齢者・障がい者・子供等が
安心して暮らせる安全な都市

外国との交流がさかんな
国際都市

31.2%

7.9%

11.1%

1.0%

4.6%

15.5%

22.1%

26.4%

8.5%

16.8%

43.4%

1.7%

27.6%

6.6%

11.5%

1.6%

5.5%

15.5%

25.7%

24.4%

8.1%

20.5%

45.9%

1.6%

市全体

南地域

20.7%

3.5%

28.2%

2.6%

6.8%

15.9%

20.1%

19.6%

2.7%

14.1%

19.6%

5.5%

24.5%

1.9%

27.4%

2.4%

6.7%

11.5%

21.2%

18.8%

1.9%

13.5%

21.2%

4.3%

市全体（中学生）

南地域（中学生）

市民 中学生 

① 

② 

③ 

① 

③ 

② 

③ 

※複数回答可としています。

※複数回答可としています。
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 地域まちづくりの将来像 

 

 

 

 

《将来像の視点》 
南地域は、市庁舎や市民文化センターなどの本市の中枢的な都市機能の立地がみられるほ

か、小学校・中学校・高等学校などの教育施設、みどり豊かな和光樹林公園には総合体育館

などの体育施設が立地しています。また、西大和団地では団地再生への取組が始まっている

ほか、隣接自治体では地下鉄の延伸に伴う新駅の設置と新たなまちづくりへの期待が高まっ

ています。 

本市の緑の拠点である和光樹林公園を有し、行政・文化・教育などの施設が数多く立地し

ている本地域が、新たなまちづくりを通して、居心地のよい住みやすいまちになることを展

望し、将来像を「みどりと文化を育み、居心地のよい住みやすいまち」と掲げました。 

 

 まちづくりの方針 

《⼟地利⽤の⽅針》 

方針１ 

市庁舎周辺では、広沢複合施設の運営や西大和団地再生事業との連携により、に

ぎわい創出と魅力の向上を図り、市民やまちを訪れる人々に憩いや交流の場を提

供します。 

  

方針２ 

Ａ 

越後山地区は土地区画整理事業による計画的な整備を行うとともに、地区計画

により良好な住環境形成を図ります。 

方針３ 
南一丁目では、都営地下鉄大江戸線の延伸計画を踏まえ、新駅となる(仮称)大泉

町駅に近接する立地特性を十分に生かしたまちづくりを検討します。 

  

方針４ 

Ａ 

白子川沿いは、戸建住宅や中低層住宅を中心とした川沿いの水辺とみどりに恵ま

れたうるおいある住宅地を形成します。 

方針５ 

Ａ 

西大和団地など老朽化が進む団地において、建物・敷地の有効活用や多様な機能

の導入など、「持続」と「自立」の実現に向けた団地再生に取り組み、生涯住み

続けたいと思える魅力的な住宅地を形成します。 

方針６ 
大規模研究開発施設が立地する広沢・南地区は、周辺環境と調和した現在の工業

地を維持します。 

  

方針７ 基地跡地留保地は、市民利用と広域的な観点から有効利用を検討します。 

  

  

みどりと⽂化を育み、居⼼地のよい住みやすいまち 

※重要度が高い方針について、後述する「５ まちづくりの実現に向けて」にて記載する

「５－２ 戦略的な施策展開」につながるＡ～Ｏの分類に該当します。 
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《道路・交通体系の⽅針》 

方針１ 
都市幹線道路である国道 254 号、主要地方道練馬川口線は、周辺都市と本市を

結ぶ主要道路として円滑な交通の流れの確保を図ります。 

  

方針２ 

Ｂ Ｇ 

地区幹線道路である市道 408 号線は、街路樹の適切な維持管理など、良好な道

路景観を形成するとともに、歩行者・自転車の安全性の確保を図ります。 

方針３ 

Ｂ Ｇ 

主要生活道路である市道 407 号線、市道 412 号線、市道 476 号線、市道 481 号

線などは、歩行者と自転車・自動車の分離に努めるとともに、安全・安心で快適

な道路環境を創出します。 

方針４ 

Ｉ 

地域公共交通の維持や新たな交通サービスの導入検討など、市民や事業者と連

携した利便性の高い移動環境の実現を図ります。 

方針５ 

Ｋ 

交通事業者との連携を図りつつ、交通不便地域の環境改善や市内循環バスの見

直しなど、総合的な交通体系の改善を図ります。 

《公園・緑地・環境の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

生活に身近な公園は、地域の憩い・交流の場として、適切な保全及び維持管理を

図ります。 

方針２ 

Ｆ 

白子川周辺の緑地は、安全性を踏まえながら貴重なみどり空間として保全しま

す。 

方針３ 

Ｆ 

和光樹林公園は、埼玉県との連携のもと、公園の多面的な機能の維持と自然とふ

れあえる市民の交流・憩いの場・健康増進の場として有効活用を図ります。 

《都市防災の⽅針》 
方針１ 

Ｃ Ｏ 

洪水による浸水被害のおそれのある白子川周辺などでは、平時から各地域におけ

る自主的な防災体制の充実を図り、洪水時避難対策を検討していきます。 

方針２ 

Ｃ 

木造住宅が密集する地区や緊急車両の進入が困難な地区では、建築物の不燃化・

耐震化の促進、道路の拡幅、オープンスペースの確保を図ります。 

方針３ 

Ｃ 

事業者などと連携を図り、災害時において、和光樹林公園などの既存施設を救

援・支援活動の拠点として有効利用を推進します。 
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《⽣活環境の⽅針》 

方針１ 
小・中学校の老朽化に伴う建替えの準備及び、学校プールの統廃合や屋内化の検

討を行います。また、市役所をはじめとした公共施設の維持管理を図ります。 

  

方針２ 
雨水幹線の整備など、雨水対策の充実を図ります。また、下水道の定期的な維持

管理を行います。 

  

方針３ 
人口減少抑制に向けて、地域コミュニティの醸成を図り、若い世代や子育て世帯

が住んでみたい、住み続けてみたいと思えるようなまちづくりを目指します。 

  

《都市景観形成の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

白子川周辺では、うるおいのある水辺空間と調和した景観を形成します。 

方針２ 

Ｆ Ｌ 

シンボル軸は、沿道のまちなみと一体となった風格のある景観を形成します。 

 

 

 

 

  コラム 〜都営地下鉄⼤江⼾線の延伸〜 

現在、光が丘駅まで整備されている都営地下鉄大江戸線が、練馬区内の大泉町・大泉学園町を通

り、JR 武蔵野線東所沢駅へ延伸する計画です。このうち、新駅整備が予定されている（仮称）大

泉町駅は本市の南一丁目に近接しています。（練馬区 HP を一部加工） 

 

 

 

 

 

和光市 
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図 ４-10 南地域のまちづくり方針図 
 

南地域まちづくり方針図 
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 東地域 

 地域の現状とまちづくりの課題 

＜地域の現状＞ 

●本市の東部に位置し、台地縁部の急傾斜地に形成さ

れた住宅地と国立埼玉病院、諏訪原団地により構成 

●白子川の水辺に恵まれ、湧水地が多く点在するほか、

古くからの社寺や商家などかつての街道や宿場町の面

影が残る 

●幅員の狭い道路が多く、家屋が密集しており、防災に

配慮した良好な住宅地環境の形成が課題 

●約 46％が住宅地であり、自然的土地利用は約 6％と

低いため、歴史的資源の保全・活用、急傾斜地の斜面

の保全やみどりの創出・活用による防災に配慮した良

好な居住環境の形成が必要 

●地域における将来人口は、増加が予測されているが、

市全体伸び率よりは低い 

●市民意向調査結果では、市全体の平均と比べて、近所

づきあいや治安に関する満足度が高く、また歴史を活

用したまちづくりやバス交通網の充実など新たな公共

交通の導入の重要度が高くなっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-11 東地域の人口の推計 

※第五次和光市総合振興計画【和光市人口ビジョン】の人口推計に基づいて推計を行っています。 

  

■位置 

東地域 

小島家湧水 
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図 ４-12 東地域の土地利用現況（出典：都市計画基礎調査（基準年令和２年）を加工） 

  

N

0 100 500 1000m
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＜市民意見＞ 

地域別懇談会での主な意見（評価する点・問題点・期待すること）              
 

現状で評価でき

ること 

○白子宿（川越街道の宿場町） 

〇熊野神社 

現状の問題点と

考えられること 

○市役所まで遠く、アクセスが大変 

○狭あい道路や歩道が狭い道路が多い 

今後のまちづく

りに期待するこ

と 

■道路環境や移動環境に関すること 

○和光市駅を中心とした市内循環バスの運行、乗り換え利便性の向上 

○排水ポンプ施設や雨水貯留施設の整備などによる浸水防止対策の充実、白子川

沿川の遊歩道の保全 

市民意向調査における意見（満足度・重要度・将来都市像・期待するもの）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①公共交通の

利便性

②道路の整備状況

③買い物の利便性

④通勤・通学の

利便性

⑤医療・福祉施設

⑥ごみの収集

⑦上水道・下水道

⑧雨水排水

⑨通風・日当たり

⑪災害等に関する

安全性

⑫教育・文化施設

⑬公民館等の

集会施設

⑭公園・緑地

⑮自然環境

⑯近所づきあい

⑰治安

市全体（1.0）

東地域

⑩騒音等の

公害

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

①和光市駅周辺の

まちづくり
②地区特性を

生かした

まちづくり

③幹線道路の整備

④生活道路の整備

⑤下水道の整備

⑥バス交通網の

充実など新たな

公共交通の導入
⑦公園緑地の整備

⑧緑化の推進

⑨和光北インター

チェンジ

周辺の活性化

⑩市役所周辺の

まちづくり

⑪防災対策の強化

⑫歴史を活用した

まちづくり

市全体（1.0）

東地域

■現状の満足度 

■今後のまちづくりの重要度 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

は、市全体の平均値（1.0）を上回っている項目 

※満足度について 

・ ①～⑰の各項目について、

非常に満足・やや満足・普

通・やや不満・非常に不満

の５段階で評価していただ

き、市全体と東地域を点数

化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の東地域の点数を算

出して比較 

※重要度について 

・ ①～⑫の各項目について、

非常に重要・やや重要・普

通・あまり重要でない・重

要でないの５段階で評価し

ていただき、市全体と東地

域を点数化 

・ 市全体の点数を1.0とした

場合の東地域の点数を算

出して比較 
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■和光市の望ましい将来都市像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■和光市が検討・実施している取組で特に期待するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まちづくりの課題＞ 

土地利用 
■水辺環境や歴史的資源を生かした特徴のある市街地環境の形成 

■急傾斜地など特徴的地形の適切な土地利用による住環境の維持・向上 

道路・交通体系 
■狭あい道路など生活道路の整備と安全性の確保 

■新たなモビリティやシェアサイクルなどによる移動の自由度の向上 

公園・緑地・環境 ■斜面緑地や湧水地など貴重な自然環境の保全 

都市防災 
■浸水想定区域となっている白子川沿川一帯における防災・減災対策 

■土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域周辺における防災・減災対策 

生活環境 ■公共施設等の適切な維持管理 

都市景観形成 ■旧川越街道や白子宿などの歴史・文化資源の保全と活用 
  

静かな住環境の整った
住宅都市

研究所等がたくさん立地する
先端科学都市

市民が気軽に楽しめるｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設の整備された都市

工業・先端産業のさかんな都市

農業を生かした
環境にやさしい都市

商業施設の整備された都市

自然環境に恵まれた
みどり豊かな都市

交通機関の整備された
通勤や通学に便利な都市

文化施設やｺﾐｭﾆﾃｨ施設の整備
された生涯学習がさかんな都市

自然災害への備えが
充実した都市

高齢者・障がい者・子供等が
安心して暮らせる安全な都市

外国との交流がさかんな
国際都市

31.2%

7.9%

11.1%

1.0%

4.6%

15.5%

22.1%

26.4%

8.5%

16.8%

43.4%

1.7%

29.0%

9.0%

10.6%

0.3%

6.5%

16.5%

21.0%

23.2%

10.0%

18.7%

44.2%

1.6%

市全体

東地域

20.7%

3.5%

28.2%

2.6%

6.8%

15.9%

20.1%

19.6%

2.7%

14.1%

19.6%

5.5%

19.6%

5.1%

21.0%

2.2%

6.5%

16.7%

24.6%

20.3%

0.7%

15.2%

24.6%

6.5%

市全体（中学生）

東地域（中学生）

は、市全体の平均を上回っている項目 

駅北口地区高度利用化（再開発事業の実現による拠点
性の向上やにぎわいの創出）

和光北インターチェンジ周辺のまちづくり

市庁舎周辺のにぎわいの創出

和光版MaaS（和光市駅～新倉PAの間の約1.5kmを接続
する自動運転サービス導入）

長期間にわたって未実施のまちづくりに関する対応

国指定史跡午王山遺跡の保存と利活用

64.7%

23.7%

20.9%

9.2%

33.3%

6.8%

56.1%

20.3%

19.4%

7.1%

39.0%

11.0%

市全体

東地域

は、東地域における市民・中学生それぞれの上位３項目 

市民 中学生 

① 

② 

③ 

① 

③ 

① 

※複数回答可としています。

※複数回答可としています。
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 地域まちづくりの将来像 

 

 

 

 

《将来像の視点》 
本地域の最大の特徴は、川越街道の宿場であった白子宿の面影を残しているところです。

また、所々に残る斜面緑地、湧水地や水辺も本地域の特徴となっています。 

本地域では、地域の防災性を高めながら、個性としての歴史的雰囲気や自然資源などの白

子らしさを守り、育み、そして次代につなげる魅力的なまちになることを展望し、将来像を

「歴史の面影を次代につなぐ、個性輝く魅力的なまち」と掲げました。 

 

 まちづくりの方針 

《⼟地利⽤の⽅針》 
方針１ 

Ａ 

国道 254 号及び主要地方道練馬川口線沿いの利便性を生かした沿道サービスや

戸建住宅・中低層住宅を中心とした住宅地を形成します。 

方針２ 

Ａ 

白子三丁目地区は土地区画整理事業による計画的な市街地整備を推進するとと

もに、地区計画により地区の特性に合った土地利用を誘導し、良好な住環境を形

成します。 

方針３ 

Ａ 

斜面緑地や湧水地などの自然環境の保全を図りながら、白子宿の歴史的雰囲気

を生かし、戸建住宅や中低層住宅を中心とした住宅地を形成します。 

方針４ 

Ａ 

老朽化が進む団地において、建物・敷地の有効活用や多様な機能の導入など、生

涯住み続けたいと思える魅力的な住宅地を形成します。 

《道路・交通体系の⽅針》 

方針１ 
都市幹線道路である国道 254 号、主要地方道練馬川口線は、周辺都市と本市を

結ぶ主要道路として円滑な交通の流れの確保を図ります。 

  

方針２ 

Ｂ Ｇ 

地区幹線道路である県道新座和光線は、良好な道路景観を形成するとともに、歩

行者・自転車の安全性の確保を図ります。 

方針３ 

Ｂ Ｇ 

主要生活道路である市道 404 号線、市道 412 号線は、歩行者と自転車・自動車

の分離に努めるとともに、安全・安心で快適な道路環境を創出します。 

方針４ 

Ｉ 

地域公共交通の維持や新たな交通サービスの導入検討など、市民や事業者と連

携した利便性の高い移動環境の実現を図ります。 

 

歴史の⾯影を次代につなぐ、個性輝く魅⼒的なまち 

※重要度が高い方針について、後述する「５ まちづくりの実現に向けて」にて記載する

「５－２ 戦略的な施策展開」につながるＡ～Ｏの分類に該当します。 
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方針５ 

Ｋ 

交通事業者との連携を図りつつ、交通不便地域の環境改善や市内循環バスの見

直しなど、総合的な交通体系の改善を図ります。 

《公園・緑地・環境の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

生活に身近な公園は、地域の憩い・交流の場として、適切な保全及び維持管理を

図ります。 

方針２ 

Ｆ 

白子宿特別緑地保全地区及び牛房八雲台特別緑地保全地区は、豊かなみどりを

将来に継承するため、市民との協働による維持管理体制を整備することにより、

重点的に保全します。 

方針３ 

Ｆ 

白子川周辺の緑地や湧水地は、安全性を踏まえながら貴重なみどり空間として保

全します。 

《都市防災の⽅針》 
方針１ 

Ｃ 

事業者などと連携を図り、国道 254 号及び主要地方道練馬川口線沿いの利便性

を生かして、緊急物資輸送の支援対策強化などを推進します。 

方針２ 

Ｃ Ｏ 

土砂災害のおそれのある箇所では、平時から各地域における防災体制の充実を図

ることで、安全対策を推進します。 

方針３ 

Ｃ Ｏ 

洪水による浸水被害のおそれのある白子川周辺などでは、平時から各地域におけ

る防災体制の充実を図るなど、洪水時避難対策を検討していきます。 

方針４ 

Ｃ 

排水ポンプ場、調整池、雨水貯留・浸透施設の維持管理や整備を進めるなど、防

災機能の強化を図ります。 

《⽣活環境の⽅針》 

方針１ 
小学校の老朽化に伴う建替えの準備を行います。また、公共施設の維持管理を図

ります。 

  

方針２ 
道路排水施設など雨水対策の充実を図ります。また、下水道の定期的な維持管理

を行います。 

  

《都市景観形成の⽅針》 
方針１ 

Ｆ 

白子川周辺では、うるおいのある水辺空間と調和した景観を形成します。 

方針２ 

Ｆ 

旧川越街道や白子宿などの宿場町の面影、社寺や古い民家などの建物は、歴史や

文化を感じさせる地域資源として保存・継承するとともに、周辺の道路空間や住

宅、みどりなどとの調和を図ります。 
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図 ４-13 東地域のまちづくり方針図 
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